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１. 屋上エレベーター機械室のケーブル電線が燃えた事故のご報告
１０月５日（月）の１０時頃に、屋上にあるＮｏ．４エレベーター機械室において、エレベーター
をコントロールする電気設備のケーブルが燃え、当事業所の従業員が消火器で消火しまし
た。このことは、直ちに豊田消防及び豊田市にご連絡しました。

この火災による焼損部分はエレベーターをコントロールする電気設備の一部とケーブルで、
他への延焼はありませんでした。また、この事故に伴うＰＣＢの漏洩はありませんでした。

メーカーによる調査で、火災の原因はエレベーターをコントロールする電気設備の一部が
故障したことによるものと推定されたため、部品を交換し、エレベーターが正常に稼働する
ことを確認しました。現在、部品故障の原因をメーカーで調査中です。

また、今後こうした事故が再発しないように、メーカーと改善対策を協議しております。

２. 官公庁による豊田ＰＣＢ処理事業所視察
１０月６日（火）に愛知県、２０日（火）に静岡県と静岡市による視察が行われました。

愛知県の視察では、環境局と議会事務局の５
名の方が来場され、廃棄物の受入から処理完
了までの処理の流れを視察されました。
来月には、愛知県議会の県民環境委員会の
視察も予定されています。
（左は情報公開ルームで当施設の説明を受け
られる様子）

静岡県と静岡市の視察では、静岡県庁廃棄
物リサイクル課から２名、ＰＣＢ廃棄物保管事
業者の直接の担当窓口である地域（賀茂・東
部・中部・西部）健康福祉センターから７名の
計９名の方が、静岡市からは廃棄物対策課３
名、計１４名が参加されました。
視察時の質疑応答では、「ＰＣＢの分解には触
媒を用いるのか」、「コンデンサーの処理費用
と補助割合」等様々な質問をいただきました。 
（右は事業所長から当施設の説明を受けられ
る様子）
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３. 地域協議会の開催
９月２５日（金）に、豊田ＰＣＢ処理事業所周辺自治区の区長の皆様や、豊田市環境部廃棄
物対策課長様にご出席いただき、令和２年度ＪＥＳＣＯ豊田地域協議会を開催しました。

この地域協議会は、周辺自治区の皆様への
情報提供と意見交換の推進を目的に、平成
２５年度から開催し、今年が８回目となります。
対象とさせていただいているのは、三軒屋、
樹木、本地新田、深田山、広久手、広久手町、
土橋の７自治区です。

ＪＥＳＣＯから、豊田事業所の操業状況及び
ＰＣＢ廃棄物処理の進捗状況、ＰＣＢ廃棄物
の適正処理推進に向けた環境省の取組を
報告させていただきました。

その後、ＰＣＢ処理施設をご見学いただき、Ｐ
ＣＢ廃棄物を安全確実に無害化処理する工
程などをご案内させていただきました。

最後に、自治区長の皆様方との意見交換を
行いました。
自治区長様からは、ゲリラ豪雨等の浸水対
策のご質問をいただき、隣接の逢妻男川の
護岸より高くかさ上げして施設が建設されて
いることや、施設内への侵入を防ぐ設備など
についてご説明いたしました。

蛍光灯安定器のご質問では、ＰＣＢを含む安
定器の廃棄物処理は北九州事業所で行い
ますが、新たに発見された際は、豊田事業所
に相談や問合せいただきたい旨をお願いし
ました。

また、ＰＣＢ廃棄物の計画的処理完了期限
内での処理完了を見込んでいることなどを
説明し、ご理解をいただきました。
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